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33 Web会議で移動時間を大幅削減し行政サービスを向上 【栃木県宇都宮市】

 LGWAN内で構築が可能なWeb会議システムを活⽤し、職員⾃⾝の端末から⼿軽に
Web会議を実施でき、１時間以上かかる出先機関への移動時間を他業務に充当

事業の概要

〇 コロナ過の影響によるWeb会議のニーズが⾼まり、セキュリティ対策強化及び、LGWAN環境内の既存端末の
利活⽤のため、LGWAN対応のWeb会議システムを新たに導⼊した。

〇 在宅勤務者を含め、離れた場所にいる職員を交えた会議で有効に利⽤でき、⾃席から密にならない状態で
打ち合わせができることから、感染リスクを抑えながらも業務を滞らせることがない。

〇 広範囲にわたって出先機関が点在しているが、出先機関の⻑を集めた会議でも移動時間を節約し、機密性
が⾼い会議を効率的に開催できるようになった。

ネット経由のWeb会議システムの課題 LGWAN対応のWeb会議導⼊後

・ 機密性の⾼い情報を取り扱う場合、セキュリティ対策
の更なる強化が必要

・ ネット接続可能な専⽤端末の管理等の負担⼤
・ Web会議の開催数増加に伴う、専⽤機器が不⾜し、
開きたいタイミングで開催困難な会議が発⽣した

・LGWAN内の利⽤で⾼い機密性を確保
・LGWAN内の端末の利⽤による管理⼯数の削減
・⾃席の端末でWeb会議が可能になり開きたいタイミン
グで会議を開催可能となり、利便性が向上

＜３．内部DX＞ バックヤード（内部事務）⑦Web会議・ビジネスチャット
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（総務省）

取組の経緯・きっかけを教えてください。

取組において、どのようなコストがかかりましたか。

新型コロナ感染症拡⼤の影響により、令和2年度から外部との打ち合わせのみならず、庁内の会議等においても
Web会議を使⽤する機会が増えました。
当初は、タブレット端末とインターネット回線を使⽤する⼀般的なWeb会議システムを使⽤していましたが、貸出端

末の不⾜への対応や、機密性の⾼い情報を取り扱う庁内会議等のセキュリティ対策を強化する必要があったため、
LGWAN環境で利⽤できるWeb会議システムを導⼊しました。

導⼊費⽤︓サーバの構築費⽤、スピーカーマイク・モニター等の周辺機器費⽤
運⽤費⽤︓ライセンス料
がかかっています。

（宇都宮市）

取組の成果や苦労・⼯夫している点を教えてください。
最新の利⽤状況としては、年間250回の会議開催を超え、様々な⽤途に利⽤されています。
苦労・⼯夫している点としては、本庁と出先機関との通信回線の帯域が細く、通信に不具合が⽣じる事象がみられ

るため、令和4年度に庁内ネットワークの再構築（無線化・帯域拡⼤）に取り組んでおり、改修後、さらなる活⽤を
推進したいと考えています。

取組の成果や苦労・⼯夫している点を教えてください。
職員を対象とした庁内研修を改めて開催し、活⽤事例の紹介等を通じ、全庁的な利⽤促進を図る予定です。
今後は、庁内ネットワークの再構築による回線増強を受け、出先機関の職員が本庁まで出向いて実施している⼆

役協議・報告について、すべてWeb情報システムによるオンライン化を進める予定です。
また在宅勤務において、USB型モバイルルータと組み合わせた活⽤を図っており、⾃宅からも円滑に協議・打ち合わ

せができる効果を確認できたところであり、今後は職員の新たな働き⽅の⼀つとして、在宅勤務でのより⼀層の活⽤
拡⼤を図る予定です。

【参考情報】 宇都宮市⼈⼝︓51.9万⼈
関連ＵＲＬ︓宇都宮市市政情報（https://www.city.utsunomiya.tochigi.jp/shisei/index.html）

☆担当︓宇都宮市 ⾏政経営部 ⾏政経営課 経営管理室☆


